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令和４年７月１日現在

　

部
会
は
、
「
総
務
企
画
部
会
」
「
青
少
年

育
成
部
会
」
「
生
活
安
全
部
会
」
「
体
育
保

健
部
会
」
の
四
部
会
と
し
ま
し
た
。
各
部

会
は
左
上
の
図
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
左
の
図
の
よ
う
に
四

つ
設
け
ま
し
た
。
各
行
事
を
開
催
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
実
行
委
員
長
を
中
心
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

当
面
は
こ
の
体
制
で
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
環

境
部
会
」
の
立
ち
上
げ
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新
生
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
！

 
　
　
　
岩
松
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

会
長
　
大
芝
　
收

　

半
世
紀
以
上
歴
史
の
あ
る
社
会
教
育
実

践
団
体
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
「
富
士
市

生
涯
学
習
推
進
会
連
合
会
」
が
六
月
に
解

散
し
ま
し
た
。

　

岩
松
地
区
に
お
い
て
も
一
年
間
か
け
て

検
討
を
重
ね
、
そ
の
結
果
、
組
織
を
大
幅

に
見
直
し
て
岩
松
地
区
生
涯
学
習
推
進
会

が
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
移
行
す
る
こ
と

に
な
り
、
五
月
二
十
一
日
（
土
）
に
解
散

総
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
開
か

れ
た
岩
松
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
以

下
、
「
ま
ち
協
」
）
の
総
会
で
新
た
な
組
織

体
制
が
審
議
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

以
前
と
大
き
く
変
わ
っ
た
点
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
は
「
区
長
会
長
」
が
「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
会
長
」
と
「
か
り
が
ね
祭
り

実
行
委
員
長
」
を
兼
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
そ
の
状
態
を
解
消
し
ま
し

た
。
ま
た
、
部
会
を
再
編
し
た
こ
と
や
行
事

の
開
催
に
あ
た
っ
て
実
行
委
員
会
形
式
を

導
入
し
た
こ
と
も
大
き
な
変
更
点
で
す
。

まちづくり推進委員

（旧生涯学習推進会の本部

役員と退任区長）

部員

（区選出の旧生涯学習推進

会の部員）

諸団体（団体長のみ）

※団体の性格を考慮し、

適した部会に割り振り

〈各部会の構成イメージ〉

〈各実行委員会の詳細〉

行事名 氏名 まち協内役割 町名

体育祭 本谷　島作 理事 水神

文化祭 大芝　收 会長 四丁河原下

安全大会 島田　智嘉 相談役 林町

かりがね祭り 加藤　昭夫 元実行委員長 橋下

　

か
り
が
ね
堤
で
の
「
コ
ス

モ
ス
の
里
づ
く
り
」
と
「
富

士
川
流
域
河
川
一
斉
清
掃
」

は
、
か
り
が
ね
祭
り
の
事
業

の
一
環
と
し
て
長
年
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
か
ら
岩

松
地
区
単
独
の
祭
り
と
し
て

再
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た

り
、
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
し

た
の
で
、
「
コ
ス
モ
ス
の
里

づ
く
り
」
は
区
長
会
で
、「
富

士
川
流
域
河
川
一
斉
清
掃
」

は
ま
ち
協
で
行
う
こ
と
を
決

め
、
七
月
三
日
（
日
）
に
行

い
ま
し
た
。

コスモスの里づくり富士川流域河川一斉清掃

コスモスの里づくりと富士川流域河川一斉清掃

コスモスの里づくり富士川流域河川一斉清掃

事業報告 その１

コスモスの里づくりと富士川流域河川一斉清掃



令和４年９月５日 岩松地区まちづくり協議会 ( 2 )第10号

　

令
和
四
年
六
月
五
日
（
日
）
に
、
岩
松
小

学
校
・
岩
松
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
中
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
昨
年
は
四

チ
ー
ム
の
参
加
で
し
た
が
、
各
地
区
皆
様
の

協
力
も
あ
り
、
今
年
は
六
チ
ー
ム
参
加
の
も

と
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
チ
ー
ム
の
方
々
に
は
感
染
対
策
を
取
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

岩
松
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

体
育
保
健
部
会
部
会
長　
　

望
月　

清
勝

ソフトボール大会ソフトボール大会

事業報告 その 2



令和４年９月５日 岩松地区まちづくり協議会( 3 ) 第10号

　

令
和
四
年
七
月
三
日
（
日
）
岩
松
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
昨
年
に
続
き
、
今
年
も
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
大
変

喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
予
防
の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
中
止
に
な

る
中
で
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
い
た
だ
い
た

お
か
げ
で
大
変
良
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

岩
松
小
学
校
体
育
館
が
七
月
い
っ
ぱ
い
で
全
面

改
修
と
い
う
こ
と
で
、
現
体
育
館
最
後
の
行
事
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
体
育
館

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
、

他
の
体
育
事
業
に
も
多
く
の
皆
様
に
参
加
、
応
援

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

岩
松
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　
　

石
川　

隆
文

　

令
和
四
年
八
月
四
日
（
木
）
に
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
岩
松
地
区
行
政
懇

談
会
は
、
直
前
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
を

考
慮
し
、
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
状
況
を

ふ
ま
え
、
十
月
以
降
の
開
催
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

ファミリーバドミントン大会

お知らせ

ファミリーバドミントン大会

事業報告 その 3

お知らせ



令和４年９月５日 岩松地区まちづくり協議会 ( 4 )第10号

　

令
和
四
年
七
月
二
十
八
日
（
木
）
に
岩
松
地
区

防
災
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
昨
年
と
同
様
に
富
士
市
防
災

危
機
管
理
課
か
ら
「
富
士
川
逃
げ
ど
き
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
」
の
講
話
、
そ
し
て
新
た
に
富
士
市
河
川

課
か
ら
「
岩
松
地
区
の
用
水
路
と
水
門
に
つ
い
て
」

の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
急
増
の

中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
場
が
旧
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
た
め
、
わ
ず
か
十
名
程
度

し
か
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は
新
セ

ン
タ
ー
で
ま
ち
協
の
役
員
・
諸
団
体
を
中
心
に

四
十
五
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

岩
松
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
特
に
知
っ
て
お
く

べ
き
こ
と
は
、
地
区
内
の
標
高
が
低
い
た
め
、
河

川
洪
水
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
は
、

岩
松
小
学
校
や
岩
松
中
学
校
・
岩
松
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
は
早
期
避
難
場
所
に
な
ら
な
い
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
早
め
に
高
台
や
高
い
建
物
へ
の
避

難
、
自
宅
で
あ
れ
ば
二
階
以
上
へ
の
垂
直
避
難
を

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

河
川
洪
水
に
よ
る
浸
水
想
定
区
域
は
、
市
役
所

や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
る
「
富

士
川
逃
げ
ど
き
マ
ッ
プ
」
で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

地
域
防
災
指
導
員　

秋
山　

喜
英

岩松地区防災会議岩松地区防災会議

事業報告 その 4


